


■四万十消防署 ■前が森基地局

四万十市中村地域を管轄 四万十市中村地域及び
黒潮町西部エリアの通信をカバーする。

■四万十消防署 西土佐分署 ■名尻山基地局

四万十市西土佐地域を管轄 四万十市西土佐地域の通信をカバーする。

■黒潮消防署 ■串山基地局

黒潮町を管轄 黒潮町東部エリアの通信をカバーする。

幡 多 中 央 消 防 組 合 の 紹 介

幡多中央消防組合は高知県の西部に位置し、県都高知市より西方約１１０ｋｍにあって、昭和４８年６月１日に消防組合として

発足した。（中村市、大方町、佐賀町、西土佐村の４市町村の構成で発足。）

現在は市町村合併により、新たに四万十市・黒潮町の２市町の構成となり、面積８２１ｋ㎡、人口４万７千人を要する地域です。

消防本部には総務課、予防課、警防課を置き、管内には２つの消防署と１つの消防分署を配置しています。

また、当組合には四万十市消防団 （ １７分団 ） と黒潮消防団 （ １４分団 ） も所掌しており、火災等の災害時のみならず、平時に

おいても常備消防隊と共に精力的な活動を行っています。
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デジタル無線は､広範囲へ効率良く電波を飛ばせるように高い山の上に

建設した基地局のアンテナを介して通信しており、その基地局と各消防署

とは多重無線（パラボラアンテナ）や、四万十市及び黒潮町のＣＡＴＶ光

ケーブルまたは幡多中央消防組合による自営の光ケーブルによって

繋がっています。

万が一、これらの多重無線や光ケーブルに障害が発生した場合でも、

この【可搬型移動局】で通信を確保します。

西土佐分署

デジタル無線システム構成



　【幡多中央消防組合】 【　施　　工　】

　■消防本部・四万十消防署 四電エンジニアリング株式会社　高知支店

　〒７８７－００１５　高知県四万十市右山７５０－１ 〒７６１－２１２０　高知県吾川郡いの町枝川６７５－１
　ＴＥＬ（０８８０）３４－５８８１　　　ＦＡＸ（０８８０）３４－６１９６ ＴＥＬ（０８８）８９３－６１１０　　　ＦＡＸ（０８８）８９３－６１１１

http://www.yon-e.co.jp/
　■四万十消防署 西土佐分署

　〒７８７－１６０１　高知県四万十市西土佐江川﨑２４０５－１
　ＴＥＬ（０８８０）５２－１１４３　　　ＦＡＸ（０８８０）５２－２２３４ 【設計・監理】

　■黒潮消防署 西日本電信電話株式会社　高知支店

　〒７８９－１９０４　高知県幡多郡黒潮町伊田２６２９－１ 〒７８０－０８４１　高知県高知市帯屋町２丁目５番１１号
　ＴＥＬ（０８８０）４４－２６００　　　ＦＡＸ（０８８０）４４－２２５５ ＴＥＬ（０８８）８２１－３５１３　　　ＦＡＸ（０８８）８２０－０９９７

http://www.ntt-west.co.jp/kochi/

組 合 長

（四万十市長）

副組合長

（黒潮町長）

当組合では、複雑・多様化する災害事象に対し、管内住民の安全安心を目指して消防防災体制

の充実、強化を図ってまいりました。

こうしたなか、消防・救急業務で使用していたアナログ無線設備を電波法の改正に伴い高機能の

消防救急デジタル無線設備に改修し、運用を開始することになりました。

今回の無線デジタル化により、通信の秘匿性の向上に伴う個人情報保護の強化、データ送信に

よる高度な情報通信が可能となり、より効果的な消防活動を行うとともに大災害時における災害対

応能力の向上に繋がるものと期待しているところであります。

今後とも、この設備を有効に活用し、災害時の迅速・確実な消防救急活動を行うことで住民が安

心して暮らせる災害に強い町を目指してまいりますので、皆様のなお一層のご支援とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。

平成２７年４月


